






検査技術科学専攻紹介　各講座のトピックス

生体制御学講座

◆◆未来の臨床検査を支える解析スキル 岩田　浩明
　臨床検査の現場では、検査機器の自動化やデータ解析の高度化が急速に進んでおり、近年は 
AI（人工知能）やプログラミングの知識がますます重要になっています。3年生前期の医療デー
タ解析管理学では、臨床検査技師として必要な「データを正
しく扱い、活用する力」を身につけることを目指します。
　Python を用いたデータ解析の基本操作から始め、回帰分
析や相関係数など、臨床データの解釈に欠かせない分析手
法を学びます。また、臨床検査の品質管理に直結する精度
管理の考え方も扱い、演習を通じて現場で役立つ統計的アプ
ローチを身につけます。
　これからの臨床検査技師には「検査を実施する技術」に加
え、「データを読み解く力」や「デジタル技術を使いこなす
力」が求められます。ぜひこの講義を通じて、新しい視点や
興味を広げ、未来の医療を支えるスキルを一緒に身につけま
しょう。

病態検査学講座

◆◆病原体検査学実習の紹介 伊藤　大輔
　微生物検査は、感染症の早期診断や適切な治療薬の選択、そして院内の感染予防に欠かせな
い重要な役割を担っています。3年生前期の病原体検査学実習では、1年生後期から3年生前
期までの演習や講義で積み重ねてきた微生物に関する知識をもとに、基本的な検査技術の習得を
目指します。臨床現場で行われている細菌の同定に必要な培養や染色、薬剤感受性試験などを
実際に体験し、基礎的な技術と判断力を身につけていきます。また、4年生の臨床実習前には本
学独自の客観的臨床能力試験（OSCE）を実施し、学生の理解度や技術の到達度を評価するこ
とで、これまでの学びを確かな実践力へとつなげます。
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認知症予防学講座のトピックス

学術・研究・地域貢献活動

◆◆認知症予防学講座の活動紹介 認知症予防学講座　浦上　克哉
　2025年度は新たに早稲田大学の公開講座で「認知症予防」の講義を行いました。厚生労働
省の「共生に向けた認知症早期発見・ 早期介入実証プロジェクト研究」を昨年は琴浦町で実施
しましたが、今年度は北栄町で実施中です。写真 1は嗅覚機能検査（ニンテスト）を、写真２
は認知機能検査（MSP）を実施している風景です。日本医学検査学会が大阪国際会議場で開
催され特別講演「超高齢先進
県から認知症の情報発信」を
させて頂きました。 2017 年
から普及・啓発に取り組んでい
る「とっとり方式認知症予防プ
ログラム」を台湾でも実施して
頂くこととなり覚書締結式が行
われました（写真３、台湾の林
理事長、鳥取県の平井知事と
浦上）。鳥取発の認知症予防
が世界へ広がっております。

　鳥取県は全国でも有数の白ねぎ産地で、全国シェアは第10位（2023年）です。
　「白ねぎ作業改善プロジェクト」は白ねぎ生産者の54％が腰痛に悩んでいる状況を機に本学医
学部、鳥取県西部総合事務所農林局西部農業改良普及所、生産者がチームを組んで、2018年
に発足しました。作業状況、環境を調査し、問題となる作業や環境を特定し、農具の改良、開発を
行いました。同時に、生産者に対してセミナー開催（のべ114名参加）や腰痛予防体操を考案し、
「腰ラクラク白ねぎ体操」動画を作成しました。県やJA鳥取西部の協力を得て動画をHPに掲載
（https://www.pref.tottori.lg.jp/295404.htm）、パンフレットを生産者に配布して予防対策
（現地での白ねぎ体操実演指導153回、のべ955名参加）を充実させてきました。このような取り
組みにより、2024年4月に「運動器の
健康・日本賞」を受賞しました。腰痛とい
う課題に対し生産者、大学、行政が連携
して一体となり、その解決にあたった点
が評価され受賞となりました。

嗅覚機能検査実施風景（写真１）嗅覚機能検査実施風景（写真１）琴浦町での検査風景琴浦町での検査風景

もの忘れ相談プログラム（MSP 実施風景、写真２）もの忘れ相談プログラム（MSP 実施風景、写真２） 「とっとり方式認知症予防プログラム」覚書締結式（写真３）「とっとり方式認知症予防プログラム」覚書締結式（写真３）

とっとりのブランドを守る：
白ねぎ作業改善プロジェクト 基礎看護学講座　深田　美香
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思春期ピアカウンセラー®による活動

米子東高等学校SSH「国内研修」を実施しました

母性・小児家族看護学講座

鈴木　康江／大島　麻美

生体制御学講座　吉村　　武

　鳥取県の思春期保健の一旦として、平成16年から思春期ピアカウンセラー ®（通称ピアっ子）
の養成を行い、鳥取県内で20年以上にわたり活動を行っています。大学生であるピアっ子が
「Peer= 同世代の仲間」として、鳥取県内の中学校や高校に出向いて、性と生に関するピア
エデュケーション（仲間教育）を行ったり、行
政の方と一緒に、デートDV予防啓発や性感染
症予防啓発、エイズデー街頭キャンペーンなど
を行い、若い世代の視点から様々な呼びかけを
行っています。これからも、ピアっ子とともに鳥
取県の若者の力になれるよう活動していきたい
と思います。

　９月８日に米子東高等学校スーパーサイエンスハイスクール（SSH）による国内研修を実施し、
高校１・２年生が研修に参加しました。本研修は、実際の研究活動の一端を体験することで、探究
活動への動機付けとイメージ作りを行うことを目的としています。コロトコフ音聴取による血圧測定
法の体験をしてもらいました。最初の講義において、音で血圧を測ると説明した際には半信半疑だっ
た高校生達も、聴診器からコロトコフ音が聞こえた時には笑顔になり、引率の先生も含めて全員が
聴診法による血圧測定の実習を成功させました。本研修が進路選択の一助になれば幸いです。

聴診法による血圧測定を実施聴診法による血圧測定を実施
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大学院生の研究紹介

行　動　力 医科学系研究科保健学専攻博士後期課程３年
廣田　颯香

　大学で教員をしながら院生として学んでい
ます。研究は「スマートフォンが褥婦の睡
眠や疲労感に与える影響」をテーマに取り
組んでいます。仕事と学業を両立させること
はなかなか難しく、苦戦しながらの毎日です。
その中で、やはり大切なのは行動力だと日々
実感しています。ほんの少しでも毎日進め続
けるのはシンプルだけど、欠かせないことだ
と思います。写真は友人の子どもです。赤
ちゃんには不思議な魅力がたくさんです。こ
んな愛おしい赤ちゃん、自分の命をかけてい
のちを生み育むお母さん、チームを組んで
母子を守るご家族に対して、あたたかい支
援となるような研究をしていきたいです。

大学院生の強み
医科学専攻博士前期課程2年

池田　卓飛

　私は生理研究室に所属しており、心不全の薬剤の研究をしています。薬剤の量で予後にどう影
響するかを検討し、週に1度のミーティングで先生方と議論しています。
　また、先日はこの研究を心不全学会で発表することができました。
　私の研究室では実習の手伝いをするTeaching Assistantをしており、3年生に生理検査を
教えています。実習を通して私自身も必死に勉強するので、知識と検査技術が向上しました。ま
た、後輩に指導をするため、コミュニケー
ション能力の向上と、教員側としての立
場を体験する貴重な体験をすることがで
きます。大学院での経験は就活する上で
もとても役に立つので大学院に行くことを
おススメします。

12



新任教員紹介 基礎看護学講座　元井　　希

　2025 年 10月より保健学科基礎看護学講座に着任いたしました
元井希と申します。
　私は本学を卒業した後、鳥取大学医学部附属病院の２B病棟で、
看護師として14年半勤務し、泌尿器科、婦人科の患者さんの看護
を行ってまいりました。両診療科とも悪性腫瘍の患者さんと関わる機
会が多かったこともあり、近年は院内の遺伝性腫瘍診療チームやが
んゲノム医療センターのメンバーとして、日々の診療に携わっておりま
した。また、認定遺伝カウンセラーの資格を得るために、研鑽を続
けております。
　今後は本学の教員として、臨床で得てきた自らの学びを活かし、
学生の学びを支えていきたいと思っております。どうぞよろしくお願
い申し上げます。

退任のご挨拶 基礎看護学講座　安藤　泰至

　私は1996年4月に鳥取大学医学部に、その4年後に保健学科に
着任し、生命倫理・死生学などの講義と研究を行ってきました。アッと
いう間に30年が経ち、このたび定年退職を迎えることになりました。
文学部・文学研究科出身の私には、医学部という環境はまったく初め
てで、当初はとまどうばかりでしたが、それでもなんとか「医療者教
育において、医師や看護師などの医療専門職ではない教員が果たすべ
き役割はなにか」を常に考えながらここまで懸命に課題に取り組んでき
ました。そうして学生教育をはじめ、研究（著書や論文）やメディア
での社会的発言などにおいても、それなりの成果をあげることができた
のは、ひとえに熱心な学生たちや、のびのびと自由に働かせてくださっ
た同僚の先生方、職員の方々のおかげだと思っております。どうもあり
がとうございました。今後は主にピアニストとして、第二の人生を歩む
予定でおります。

新任・退職教員からのメッセージ
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新任教員紹介

新任教員紹介

新任教員紹介

成人・老人看護学講座　佐伯　由美

地域・精神看護学講座　兵頭　由季

病態検査学講座　伊藤　大輔

　令和 7年９月より医学部保健学科成人・老人看護学講座に着任い
たしました、佐伯由美と申します。私は、鳥取大学医学部附属病院
の整形外科領域で18年間勤務し、看護者として患者やご家族の多
様な生活や価値観を理解し、対象者を見据えた、「その人らしさ」を
支える看護を大切にしてきました。研究では、地域の健康寿命の延
伸の一助になることを目指し、骨粗鬆症の予防、治療率や治療継続
率の向上等について取り組んでおります。これから、これまでの看護・
研究での経験を活かし、学生が主体的に問いを立て、多様な価値観
に寄り添う姿勢を備えた学生の育成に努めていきたいと思います。ど
うぞよろしくお願い致します。

　令和7年 4月より、保健学科地域・精神看護学講座に着任いたし
ました、兵頭由季と申します。私は、病院で看護師として2年間勤
務した後、行政保健師となり、米子市役所で16年間、成人保健、
母子保健、障がい者支援、フレイル対策、職員健康管理などの業務
に携わりました。その中で、多くの住民の皆さまや関係機関の方々、
そして共に働いた上司や同僚から、学びや温かい支援をいただきまし
た。保健師という仕事の奥深さと楽しさを、日々実感しながら歩んで
こられたことは、私にとって大きな財産です。
　これまで、行政保健師としての実務の場を離れることはあまり想像
していませんでしたが、このたびご縁をいただき、教育の場に立た
せていただくこととなりました。教員としては未熟ですが、これまで
の経験を活かし、学生の皆さんに保健師の魅力をお伝えすること、
共に学び成長していけることを楽しみにしております。よろしくお願い
いたします。

　令和７年４月より、鳥取大学医学部保健学科病態検査学講座に着
任いたしました伊藤大輔と申します。これまで鳥取大学医学部医学科
感染制御学講座医動物学分野にて寄生虫学および衛生動物学の教育
と研究に携わってまいりました。教育面では、1年次の鳥取キャンパ
スにおける生物学、ならびに2～4年次の米子キャンパスにおける
微生物学および医動物学の講義と実習を担当しております。研究面
では、マラリアの新規ワクチン、治療薬、診断法の開発を目指した
基礎研究に加え、衛生動物の一つであるマダニが媒介する細菌・ウ
イルス感染症の調査研究を進めております。今後は教育と研究の両
面から、感染症を見逃さず、自ら考えて行動でき、さらに柔軟な判断
力と適応力を備えた臨床検査技師の育成に尽力してまいる所存です。
引き続きご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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令和７年度　卒業研究演題一覧
検査技術科学専攻

1．末梢血細胞画像AI 分類モデル構築に必要な最小画像枚数の検討
2．Linear interaction energy 法による結合自由エネルギー計算：FabI- リガンド複合体を対象として
3．特性を考慮した生活支援の在り方についての検討
4．生後マウスの脳におけるオリゴデンドロサイトの分化時期について
5．大学生の食防災行動に関する実態と課題～公衆栄養に関する調査と分析～
6．神経軸索の根元の構造を制御する分子機構
7．高吸収ポリマーによる新規体腔液細胞診技術の開発
8．カフェインが睡眠時血圧に及ぼす影響
9．25- ヒドロキシコレステロールによるHDL形成抑制のメカニズム
10．PCR法による魚類の遺伝子多型解析
11．EXP2を標的とした新規抗マラリア薬スクリーニング系の構築
12．認知機能低下に及ぼす感覚機能と生活習慣の検討能と生活習慣の関連

看護学専攻

地域で生活する子ども・子育て世代への支援
1．月経周辺期症状に対する対処行動への女子高校生の認識
2．生後 1か月と 3～ 6か月児の父親のEPDSスコアの推移に影響する要因
3．育児における乳幼児のデジタルデバイス使用への認識は親の年代によって異なるのか
4．1型糖尿病をもつ子どもの同胞がきょうだい役割を獲得していくプロセス
5．母子分離を背景とした虐待の実態
6．「きょうだい」の誕生後の家族の再編－第1子の変化－

クリティカルな状況にある医療施設入院中の対象への支援
1．一般病棟に勤務する看護師のがん疼痛看護ケア実践の関連要因の検討
2．消化管ストーマを造設した若年成人の心理的適応過程  
3．心臓血管手術後の ICU入室患者が経験するストレス
4．新卒看護師の性格特性が職場適応と離職傾向に与える影響
5．認知症高齢者の“その人らしさ”を尊重したケアにおける看護師の葛藤とその対処
　　～大学病院勤務看護師を対象とした質的研究～
6．大学病院に勤務する救急看護師における、突然の死を迎える患者の家族へのケアの実践状況と性格特性との関連

健康レベルの変化により生活の場がかわる対象への支援
1．労働と看護の質向上のためのデータベースを活用した転倒・転落発生率の経年変化と要因分析
2．カレーは加齢を防げるか？
　　－特養入所高齢者を対象としたターメリック含有食品と認知機能の関連に関するランダム化クロスオーバートライアル－

疾病や障がいと共に社会生活を送る対象者への支援
1．2型糖尿病患者の自己効力感を高める退院支援～非ランダム化比較研究～
2．児童思春期精神科病棟におけるASD児との信頼関係促進のための看護師の意図的な関わりの実際
3．精神科看護師の義務感と自己肯定感、予期不安の関連
4．女性アルコール依存症患者への効果的支援について

地域で生活する人々の保健予防活動の支援
1．鳥取県市町村におけるがん検診受診率の向上に向けた保健師の工夫に関する質的調査
2．活動歴が3年未満の高齢者サロンの運営に携わるボランティアの心理的負担感

在宅で療養する対象への支援
1．訪問看護ステーションにおける BCP の実態と課題についての全国調査研究
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令和８年度学級委員

［発行責任者］鳥取大学医学部後援会・鳥取大学医学部保健学科広報委員会
［発　行　所］鳥取大学医学部保健学科（〒683-8503　鳥取県米子市西町86番地）
［発 行 年 月］令和 8年 2月

看護学専攻　学級委員
入学年度 学　年 氏　　名 所属講座
令和８年度 1年生 片岡　英幸　教　授　/　大庭　桂子　講　師 成人・老人看護学
令和７年度 2年生 宮本まゆみ　教　授　/　南前　直都　助　教 基礎看護学
令和６年度 3年生 髙間さとみ　講　師　/　安部　由紀　助　教 地域・精神看護学
令和５年度 4年生 山﨑　　歩　教　授　/　金山　俊介　講　師 母性・小児家族看護学

検査技術科学専攻　学級委員
入学年度 学年 氏　　名 所属講座
令和８年度 1年生 杉原　誉明　教　授　/　下廣　　寿　講　師 病態検査学
令和７年度 2年生 岩田　浩明　教　授　/　河月　　稔　准教授 生体制御学
令和６年度 3年生 中川真由美　准教授　/　高田美也子　助　教 病態検査学
令和５年度 4年生 森　　徹自　教　授　/　上田　悦子　講　師 生体制御学

※両専攻とも1年生については、上記保健学科教員以外に、湖山キャンパスの教員数名が学級委員として学生の指導・相談の任にあたっています。

■令和６年度医学部保健学科後援会事業報告

１．教育助成
■入学式関連 •入学式
 •新入生オリエンテーション（支出なし）
 •大学入門ゼミ（支出なし）
■大学説明会関連 •オープンキャンパス
■教育関連 •優秀学生表彰
 •看護学専攻・検査技術科学専攻へ助成
２．国家試験対策
•看護師等国家試験対策模試
•臨床検査技師国家試験対策模試
３．就職対策
•教員による病院等の就職先への訪問
４．医学部国際交流助成
•国際交流協定校との交流
５．文化行事援助
•錦祭
６．広報経費
•保健学科広報「アレスコNo.23」発行
•ホームページ充実費
７．後援会運営
•後援会役員会関連経費

■令和７年度　鳥取大学医学部後援会役員

役職名 氏　　名 役職指定 学生年次
会　長 十河　卓史 医学5年
副会長 永島　英樹 医学部長
副会長 松岡　浩一 生命4年
副会長 若槻　澄子 検査4年
理　事 谷口　文紀 医学2年
理　事 竹本　光恵 医学1年
理　事 前垣　義弘 医学科長
理　事 小村美都恵 生命1年
理　事 久郷　裕之 生命科学科長
理　事 井上　菜穂 看護1年
理　事 皆吉　啓子 看護1年
理　事 加藤　雅彦 保健学科長
監　事 小椋　崇喜 医学5年
監　事 井上　千恵 生命1年
監　事 前田　陽子 看護4年
会　計 重松　良昭 学務課長

■令和７年度医学部保健学科後援会事業計画

１．教育助成
■入学式関連 •入学式
 •新入生オリエンテーション
 •大学入門ゼミ
■大学説明会関連 •オープンキャンパス
■教育関連 •２年次学生と教員との懇談会
 •優秀学生表彰
 •看護学専攻・検査技術科学専攻へ助成
２．国家試験対策
•看護師等国家試験対策模試
•臨床検査技師国家試験対策模試
３．就職対策
•教員による病院等の就職先への訪問
４．医学部国際交流助成
•国際交流協定校との交流
５．文化行事援助
•錦祭
６．広報経費
•保健学科広報「アレスコNo.24」発行
７．後援会運営
•後援会役員会関連経費

■ 編集後記 ■

　鳥取大学医学部保健学科広報誌アレスコ（ALESCO）第
24号をご覧いただき、誠にありがとうございました。日々の取
り組みが皆さまの心に響き、関心を持っていただければ幸いで
す。今号では、保健学科の卒業生の「今」と教員の「想い」
をご紹介するとともに、医学部長・保健学科長からのご挨拶を
通じて本学科が大切にしている教育・研究の精神をお届けでき
たことを大変光栄に思っております。
　発行にあたり、ご協力いただいた皆さまに心より感謝申し上げ
ます。これからも本誌が、皆さまにとって身近な存在として長く
愛され続けることを願っております。

（保健学科広報委員　高村　歩美）
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